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地下 700メートル、私

たちは生きている 

8 月 5 日からチ

リ鉱山で地下に閉

じ込められている

人々の探索作業を

指揮した地形学者

マカレナ・ヴァルデ

スがこのようなこ

とを言いました。

「じつは、地中に閉

じ込められた鉱夫

を捜すことは、鉄砲

で 700 メートル離

れた蚊を打つよう

なものだ」この言葉

のように、鉱夫たち

を救出する事は可

能性がとても薄か

ったのです。しかし、

地下に閉じ込めら

れてから 69 日 22

時間 40 分が経っ

て、チリのサンホセ

鉱山の鉱夫たちの

救助ドラマが無事

に幕を閉じました。

33 人の鉱夫が 69

日間の絶望的状況

を耐えることがで

きたのは、救われる

ことができる確かな夢と希望、信仰心があったから

だと言われています。鉱夫たちは地下 700m下で、リ

ーダーの導きによって定刻に合わせて祈りと運動を

して、規則的な生活をしたということです。最年長

のゴメス(63)は、仲間たちが 3 人ずつで一組になっ

て、お互いに祈りながら面倒を見るようにさせ、最

後まで残ることを自ら申し出た作業班長ウルスア

(54)は、ともすれば混乱と分裂しそうになる地下生

活を組織的規律と人間愛がある空間にしたと伝えら

れました。特に、救われた鉱夫たちは同じ T シャツ

を着ていましたが、これはチリ大学宣教会(CCC)が提

供した T シャツで、その他に聖書、MP3 とイエス様

の行績が入った映画、CCC ロゴと聖書聖句が刻まれ

た T シャツを着て、同じ心でお祈りしたということ

でした。T シャツに書かれた文字には「主よ、あり

がとうございます」と「地の深みは主の御手のうち

にあり、山々の頂も主のものである」という詩篇 95

篇 4 節のみことばが書かれていました。二番目に救

出されたマリオ・セプルベタ(40)は「地下で神様と

ともにいたし、その方の手を握った」と「救われる

ことを確信していた」と言い、最年尐者であるジミ

ー・サンチェス(19)は救われる数日前「ここにいる

私たちは実は 33人ではなく 34 人だ。神様がいつも

そばにおられるからだ」ということを言ったりしま

した。 

 

カーニバルリズム(Cannibalism)を越えた希望 

彼らがはじめからこんな信仰告白と希望を抱いてい

たのではありません。坑道に閉じこめられた 33 人

の中の一人リチャルド・ビジャロエル(27)は「生存

の事実が地上に伝わった 8月 22 日の前までの 17 日 

幸せな贈り物 

 
チリ鉱山事故救助日誌 

 

 月      （現地時間基準） 

5 日サンホセ鉱山坑道の中間部分が落

盤。33 名の鉱夫、地下約 700m に閉じ込

められる 

 

 

 

 

 

 

 

22日生存確認の探索中「避難所で 33 名

すべて生存」という手紙を発見 

23 日マイクロスコープと穴を通して救

護品を送る 

 

 

 

 

 

 

 

26日状態が良好な鉱夫の顔をTVで放映 

30日避難所に向けてはじめ30cmの大き

さの穴を掘削開始（A 計画） 

 

  月 

5 日より早く掘削する理由で２つ目の

掘削開始（B 計画） 

19 日石油掘削用の最高の能力がある掘

削機で掘削開始（C 計画） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  月 

1 日政府、10 日以内に救助作業が開始

と発表 

4 日ビニュラ大統領 10 日中に鉱夫を地

上に上げることができることを希望す

ると要求 

9日 B計画、作業所まで穴が成功に到着、

13 日救助が開始と発表 
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間は、飢え死にする日を寂しく待った最悪の状況だ

った」と告白しながら「鉱夫たちは 8 月 5 日の崩壊

直後、作業班長であるウルスア中心に開かれた会議

で食べ物を分けて食べることに合議したが、24時間

の間、スプーン半分のまぐろやサーモンだけで耐え

なければならない現実は、ものすごい苦痛であった。

採掘機械から流れ出た油が混ざって匂いがする水も

生きるために飲まなければならなかった」と言いま

した。体重が 12 ㎏も落ちたと言ったビジャロエル

は、17日間は目に見えるほどに飢える鉱夫たちの当

時の状況に対して「自ら自分の身をかじる状態」と

描きながら「死、絶望、言い争い、そして口には出

さないが、振り払うことができないカーニバルリズ

ム(人食いの風習)の誘惑まで…。生きるためには仲

間を殺すこともできそうな殺気と恐怖が、まっ暗な

地下 700m のぎゅっと詰まった坑道の中をいっぱい

満たした」と告白しました。22日に地上と連絡がで

きるようになって、生きることができるという希望

が生じた後になってはじめて、カーニバルリズム(人

食いの風習)が冗談の種になったし、ウルスアのリー

ダーシップを見て神様に祈るようになったと伝えま

した。 

 

ノーベル希望賞「チチチリリリ～」 チリの鉱夫た

ちが見せてくれた希望に対する意志と勇気、信仰と

忍耐は「ノーベル希望賞」を制定して受賞者に選定

しても十分だという話が出るほどです。私たちとは

何の関係もない彼らが、あがきながら、生と死、絶

望と希望について見せてくれた、あまりにも貴い教

訓と生きていることの意味は、これからどのように

生きて行かなければならないかという解答を悟らせ

てくれます。ですから、彼らが真の「ノーベル希望

賞」ではないでしょうか。いまは、私たちの生活と

世の中も、チリ鉱夫たちが地下 700 メートルの闇の

中で、心から会うことを願った生き方と世の中にな

らなければなりません。葛藤と分裂ではなく、仲直

りと愛、悲劇と絶望を越す勝利と希望の輝く生活に

ならなければならないでしょう。 

 

神様が人間に与えられた希望の歌 聖書を見れば、

人間に向けた神様の心が出ています。 

「わたしはあなたがたのために立てている計画を

よく知っているからだ。――主の御告げ。――それ

はわざわいではなくて、平安を与える計画であり、

あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ」(エ

レミヤ 29:11)。そして、その約束をそのまま成就し

てくださいました。「御使いは彼らに言った。「恐れ

ることはありません。今、私はこの民全体のための

すばらしい喜びを知らせに来たのです。きょうダビ

デの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれ

になりました。この方こそ主キリストです。･･･「い

と高き所に、栄光が、神にあるように。地の上に、

平和が、御心にかなう人々にあるように。」(ルカの

福音書 2:10～14)。 

ところで、今日も生活の現場では死と不幸の知ら

せが聞こえてきます。どうして人間は希望を忘れて

しまった生活を送るのでしょうか。聖書はこのよう

に語っています。水を離れた魚が水ではない他のど

んなものでも満足することができないように、神様

を離れた人間は、神様と出会い以外には、他のどん

なものでも幸せではないのです。それは、私も知ら

ない間に、人間を不幸にさせた根本的な背後にいる

サタン(暗やみの勢力)と運命的な呪いと災いの下に

置かれているからです。それで、神様は希望の道を

自ら開いてくださったのです。聖書の約束どおりキ

リストを送ってくださって、人間の罪を担って十字

架で死に、復活することによってサタンの勢力を打

ちこわし、すべての罪と呪いを解決して、神様に会

うことができる道を開いてくださいました(ヨハネ

の手紙第一 3:8、マタイの福音書 10:45、ヨハネの福音書

14:6)。この方が、すなわちキリストであるイエス様

です。ですから、だれでもキリストとして来られた

イエス様を信じて受け入れれば、すぐに神様の子ど

もになります。このとき、はじめて人間には聖書に

約束されたすべての神様の祝福と真の希望がその人

のものになります。 

「たとい、死の陰の谷を歩くことがあっても、私は

わざわいを恐れません。あなたが私とともにおられ

ますから。あなたのむちとあなたの杖、それが私の

慰めです」(詩篇 23:4) 

 

「主イエスを信じれば救われます。 

あなたは大事な人です。」



 

神様の子どもになる 

受け入れの祈り 
愛の父なる神様、私は罪人で

す。今まで神様を離れ、サタン

の支配の下に縛られて、奴隷の

ように生きて来ました。 

しかし、今、この時間、イエス

様を私の救い主、私の神様、私

のキリストとして受け入れま

す。 

イエス･キリストは、神様に会

う唯一の道であり、サタンの権

威を打ち砕かれ、すべての罪と

のろいと災いから私を解放し

てくださったキリストである

と信じます。 

いま、私の中に入って来てくだ

さり、私の主人になってくださ

い。 

今から私の生涯を細かく導い

てください。 

イエス・キリストのお名前によ

ってお祈りします。アーメン 

 

 

神様の子どもの 

毎日の祈り 
 

父なる神様、イエス・キリストに

よって神様がいつも私とともにお

られて、導かれることを感謝しま

す。 

今日も、すべての生活の中で、神

様の子どもになった祝福を味わう

ように、聖霊で満たしてください。 

私の家庭と現場と行くところごと

に福音を邪魔して困らせるすべて

のサタンの勢力を権威あるイエ

ス・キリストの御名で縛ってくだ

さい。 

どんなこと、どんな問題でも、解

決者であるイエス・キリストに任

せて、その中で神様のより良い計

画を発見しながら、聖霊に導かれ

る生活になりますように。 

そして、私の生活を通してイエス

様がキリストであるということが

あかしされ私の現場に神の国が臨

むようにしてください。毎日、私

の生活の中で神様の願いである世

界福音化の契約を握って勝利でき

ますように。 

今も私とともにおられるイエス・

キリストのお名前によってお祈り

します。アーメン 
 

 

The Leader’s Time                                                     

                     

 

 

 

 

父の手紙 父が遠くにいる息子に手紙を送りました。緊急で重要な内容を

最高級の便せんに記録して、信頼するしもべに持たせて、安全に、かつ大

切に伝えました。ところが、その手紙を受けた息子が、父の手紙より手紙

を持って来たしもべをもっと喜んでありがたいとあいさつして、もてなす

ことに一生けん命になりました。そして、父の手紙の内容より最高級の便

せんに感嘆するのでした。「これほど良い便せんがあったのか……」また、

息子は父の字体を注意深く観察して、何の書体なのかと夢中になって考え

ることに没頭しました。ずいぶん長い間考えた息子は「愛する息子よ、元

気にしているか！」という父のあいさつの言葉を読んで、感動、また感動

して、ひとつのことに気をとられてしまって、手紙の本論はまともに読む

こともできなかったのです。愚かな息子は手紙を送った父さんの心が入っ

ている本論の内容を早く把握するより、便せん、字体、あいさつの言葉な

ど、序論的にもっと大きい関心を置いてそこに感動していました。おもし

ろくて、こっけいな話ですが、私たちも時々このようなこっけいな姿にな

ることがあります。 

 

神様の手紙 聖書は神様が私たちの人間に送られた手紙です。今すぐ滅

びから出てきて救われなさいという愛の手紙であり、死から出てきていの

ちを得なさいという希望の手紙であり、幸せの道、救いの道、いのちの道

について説明する人生問題に対する解答を知らせてくれる手紙です。しか

し、多くの人がこの手紙の本論と核心的な部分をよく分からずに誤解する

姿を見るようになります。たくさん読んで、たくさん書いて覚えることま

でするのに、そのみことばの主題が分からなくて、関心さえない姿は、父

の手紙をもらって他のことにもっと関心ある愚かな息子のようです。 

神様の手紙である聖書の核心は福音です。福音を説明しようと神様は 66

巻という膨大な内容を記録され、創世の時から末世までの時刻表の中で幾

多の事件と人物を一貫した観点で解いて語っておられるのです。このよう

な福音の核心はまさにイエス・キリストです。アダム以後にサタンにだま

されて神様を離れて罪を犯したすべての人類が待つメシヤ、キリストが、

まさにイエスで、その方が十字架で死んで復活することによって、私たち

の人生の根本問題、すべての問題を永遠に解決されたということです。な

にかの行為や水準や努力以前に、このイエス様を私の救い主であるキリス

トとして信じるとき、救われるようになって、霊的ないのちを得て神様の

子どもになるのですが、これは私によるのではなく、全面的な神様の恵み

であり贈り物です。また、神様は救われた子どもに聖書のみことばを守っ

て生きなさいと要求されるのではなく、神様のみことばを信じてついて行

くことを願われます。みことばは神様のものであり、神様がなされること

だからです。神様は愛です。その愛の本質を理解して、私のものとして味

わうことによって、神様の子どもになる人生の本質と祝福を回復する恵み

があるように願います。 

「しかし、これらのことが書かれたのは、イエスが神の子キリストである

ことを、あなたがたが信じるため、また、あなたがたが信じて、イエスの

御名によっていのちを得るためである。」(ヨハネの福音書 20:31) 
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ある北からの脱出者が韓国

へ来たとき、韓国文化には変な

ことが多いが、一番不思議なこ

とは意味もなく、どんなところ

でも黒い水を飲むことだと言った。

それは味も苦くて栄養価もなさそう

だ、また、それは一杯に一食くらいの高く

つくことに驚いたと言った。西洋でコーヒーは生活

食品と言われているが、韓国では嗜好食品より優先

されるコーヒーの大衆性が理解ができなくて、自分

なりの考えを言ったようだった。彼の観察どおり、

今日の韓国人の普段の対人関係やお客さん接待のと

き、とにかく「何をお持ちしましょうか？」と言わ

れたら、基本的に「コーヒー！」と言う。お茶は、

お客さんに礼儀をもってさしあげなければならない

飲み物だ。コーヒーはお湯さえあれば簡単に飲むこ

とができるので、速さを好む韓国人の性質に合う手

軽なお茶なので、コーヒーに夢中になるのではない

か思う。コーヒーを愛して楽しむ人が多いが、なか

でもアメリカの小説家ガートルード・スタインは「コ

ーヒーを飲む時が本当に良い。考える時間を与える

からだ。それは飲み物以上であり、生活に活力を与

えるある現象だ。ある事件のように落ち着いていな

ければならない場所だが、それもどこか示すことが

できる位置ではなく、自分自身の中のある１ヶ所だ。

コーヒーは時間を与えるが、しかし物理的な時間を

言うのではなく、本来の自分になる機会を与えると

いう意味だ。だからもう一杯飲もう！」と言ったこ

とがある。 

はたして、私たちがコーヒーを選ぶのがこのよう

にコーヒー哲学を持ってコーヒーマニアになったか

はどうかは分からないが、エンドルフィンを回るよ

うにする辛い味の唐辛子のお茶が発展することがで

きなかったから、苦いコーヒーを甘くして飲むのか

もしれない。アメリカの知人が韓国に来て、クリー

ムと砂糖がいっぱい入ったコーヒーは健康に良くな

いと、豆をひいて出したコーヒーを飲

むべきだと言った。彼は私にコーヒー

豆をひいて飲むことができる製品を

買って、コーヒー豆とともに持って来

てくれた。これがどれほどありがたいこ

とだろうか。 

ほのかなコーヒーの香りが漂うコーヒー一杯

を前において、尐しの時間を持って考えることは、

精神の健康に非常に良いことだ。しかし、もし漠然

たる考えにとどまるその時間を、たましいの価値が

分かる伝道者に与えたら、その人は地上最高の祝福

の一番近くにいる人だ。人々は目と耳で確認できる

考えにだけとどまるが、伝道者は過去の苦しみがど

うして痛いようになるしかないのかに対する、その

理由と現在の恐怖心と不安の意味が分かって、未来

を開く知恵を知らせてくれることができる。多分、

この手紙を渡された方も、伝道トラクトだとなんの

意味なく受けたかもしれない。この手紙を渡すその

人が、もし知っている人か、知らない人でも、あな

たのたましいに関心を持っているその人とともに暖

かいコーヒー一杯を飲むことができたら、それより

もっと良い事はないと思う。18世紀のフランスの政

治家で外交官であるチャールズ・ド・モリステレは

コーヒーについて「悪魔のように黒くて、地獄のよ

うに熱くて、天使のように純粋であり、愛のように

甘ったるい」と言った。コーヒー一杯でやみを考え、

苦しみを見つける人もいるかと思えば、コーヒー一

杯で真の人生の意味を見つけて幸せを伝える人に会

う甘い喜びも得ることができる。今、コーヒー一杯

飲みませんか。 

チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト) 

 

 

 

 

 

＊相談したい方はこちらまでどうぞ 

イラスト＿キム・ジヨン 


